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Ⅰ．はじめに
　前著「盲唖学校の成立と山尾庸三　―吉田松陰の思
想と時代背景―」において筆者は、盲唖学校の創建を
建白した山尾庸三の事績と吉田松陰の考え、楽善会訓
盲院の事などを紹介した（久田，2009）
　その際、盲唖学校創建に関する山尾の建白書が数種
類伝えられていることを知った。どれが、山尾の建白
書なのかという疑問があり、国立公文書館のデジタル
アーカイブなど検索していたが明らかにならなかっ
た。また、視覚障害関係の文献で、伊藤博文と山尾庸
三が、群書類従で有名な塙保己一の四男、同じく国学
者として高名だった塙忠宝の暗殺を行っていたとする
説についても、その真偽が明らかでなかった。
　その後、多くの方のご教示を頂きながら、少しずつ
調べてきて、暗殺に関与していたと推定されること、
建白書の原型が恐らく明治４年の新聞に近いとの推定
を行ったので、今回報告することにする。
　なお、機会を得て、山尾庸三の出身地や吉田松陰の
萩を訪れることが出来た。今回、論文に直接的には反
映できなかったが、筆者の山尾庸三や吉田松陰、伊藤
博文の理解には、間接的に影響を感じている。
Ⅱ．建白書の原本は？
　2011年11月４日（金）　国立公文書館を訪問調査
　様々な公文書を分類して保管されているが、主に建
白書の類いは、「四類 上書建白書」の分類になっている。
　そこを中心に検索したが、明治３年閏10月（1870年
12月）から明治７年（1874年）までの記録が公文書館
にも無いことが確認された。明治初期に焼失したので
はないかとのことだった。
　第一類146巻に工部省の記録はあったが、同じ時期
の記録は無かった。
　山尾庸三に関連して、
　毛利候と政府の山尾庸三をめぐる文書のやり取りで
ある『山尾庸三出京猶予願』他一件は所蔵されていた。
　海軍ハ英式ニ依ッテ。
　山尾工部少輔鉱山ノ儀ニ付建言。
　山尾工部少輔出張槙村京都府参事御用掛。
　などの文書も保存されていた。
　研究室の学生が卒業研究（若林，2010）として国立
公文書館を訪れたり、自ら国立国会図書館デジタルラ
イブラリや国立公文書館のデジタルアーカイブをネッ
ト経由で調べたりしてきた。しかし、今回、訪問する
まで、原本が焼失されていたとは気づかなかった。わ
が国の障害児教育にとって貴重な資料であるだけに惜
しいと思わざるを得なかった。
Ⅲ．伝えられている建白書の比較
　山尾の建白書について、鈴木（1985）は、「この建白
書文は現在、表現に幾分の異同があるだけであるが二
通ある。」としているが、筆者が調べただけでも６通有
り、相当知られていた文書である。
　現在、主に引用されている山尾の建白書は「東京盲
学校六十年史」に掲載されている建白書である。公的
な機関の印刷物なので、恐らくこれが信用されている
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表　山尾庸三の建白書比較
青塗りの部分、緑塗りの部分は、読点をのぞいて内容が一致
赤字の部分は左右で異なる用語・字が使われていることを示す。
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のだと思われる。文献的に近いのは、「東京盲唖学校沿
革略：創業25年紀念」、として出版されている資料で
ある。これらは障害児教育史でも引用されている。
　他に、筆者は三つの本に紹介されている山尾の建白
書を国立公文書館や国立国会図書館から得た。また、
最近、明治４年の「新聞雑誌」に掲載されていた建白
書を入手した。
　それら６つの文書を検討する。
１．東京盲学校の建白書　昭和10年より
　東京盲学校六十年史（東京盲学校，東京盲学校 編 東
京盲学校 昭和10年）の目次を見ると、「前編　第１章　
本校の創立　其五　工學頭山尾庸三盲學唖學二校創建
の建白」という節の中で、以下の表題のもとに述べら
れている。
　この建白書が主に公的資料などにも引用されている。
盲聾學校を創立せられんことを乞ふの書
　今般工學寮を開かせられ、臣庸三其頭に任ぜられ誠に
以て
天恩隆渥（りゅうあく）、不治奉報所　然るに臣固より才
疎に識浅く、大任に當り難く深く憂慮悚顔の至りに堪へ
ず　然りと雖も　　聖旨の恭き敢て辞し奉り候も恐入候
間　粉骨砕身浅陋（せんろう）を不顧　勉励奉職可仕と
奉存候　因之廣く西洋諸國の方式を取捨し前途盛大の目
的を立て校中の規則事務の章程等追々可奉伺と即今取調
中に有之候　臣又熟考仕候に盲唖廃疾の窮民天下の廣き
を以て之を推算するに其幾許なるを知るべからず　是等
の窮民、自ら存する能はず、他人の救恤（きゅうじゅつ）
を仰ぎ、僅かに口を糊すると雖も、凶年饑歳往々凍餓の
死を免るる能はず、真に愍然（びんぜん）に堪へざる次
第　　彼の西洋各國の如きは不然、盲聾瘖唖（おんあ）
と雖も救恤の方法、洽（あまね）く及ぶのみならず、又
之を學校に入れ、文學算術工芸技術、各適宜の教導を施
し勉強従事其熟練に及むでは大家先生の名称を全世界に
得る者往々有之臣曽て英國に在て造船所に入り、修行中
親しく見るところ同所の図引大工鍛冶等の内唖なる者も
亦不少、人と談話応接皆指頭を発転し、文形を模作して
之を弁ず　其敏捷可驚毫も苦渋の態を見ず、而して其技
芸の精妙容易に人の及ぶ能はざる所なり　是無他教育の
善く及ぶところ以て彼國文教隆盛の景況推知すべし、依
是見之我國の盲聾と雖も教育宜を得ば亦何ぞ然らざらん
然るに是をして自を存する能はず饑寒に陥らしむ豈皇國
の欠典と謂わざる可けんや　故に今西洋諸國の式に倣
ひ、先ず盲學唖學の二校を創建し、一校毎に男女二局を
分ち、教師を外國に招き、以て天下の盲唖を教導し、適
宜の工藝を授與し、其成立に随ひ、盲男盲女唖男唖女、
各適意婚嫁するを許し、天然の倫理を全うせしめ　又漸
を以て其他各種廃疾の窮民に及ぼさば、多年ならずして
西洋諸國に譲らざる可きか是れ無用を轉じて有用と為
し、國家経済の道に於て萬一の裨補無くんばあらず　而
して彼等各其力に食み、世上の良民と共に自主の権を得、
以皇朝至仁の澤に沾（うるお）はんとす、是臣が伏して
渇望懇願する所なり　仰ぎ願はくば臣の鄙衷（ひちゅう）
を御洞察被為在前文盲唖の二校創建即今御許容の程奉希
望候　但し其費用に至つては官財を不消費一種良法を立
て天下好善の人に募り弁済するの在慮に有之候　右御許
可の上は其方略施設の顛末詳悉取調べ言上可仕候　誠惶
誠恐　頓首謹言
　　　　明治四年辛未九月
工學頭　　山尾庸三　
　東京盲学校六十年史には、京都盲唖院を設けた京都
府知事槇村正直が山尾の建白書を読み、さらに山尾と
槇村が語り合ったことを示し、それが京都盲唖院設立
に影響したと評している（東京盲学校，1935）。
２．東京盲唖学校沿革略　明治33年
　「東京盲唖学校沿革略：創業25年紀念明治33年末
調」（記念ではなく紀念と書かれている）66-68頁では、
「山尾氏建白書」という表題となっている。
　同じ学校の中で伝わっている文書なので、この文書
と比べて「東京盲学校六十年史」における変化は、後
の時代に変えられた文章ということになる。
　「東京盲学校六十年史」と異なる部分は僅少で、修學
→修行、文字算数→文學算術という違いは注目される。
小さなところで表の赤字の部分の変化もあるが、基本
的には、両者とも候文で、非常に類似性が高いといえ
よう。
　なお、この「東京盲唖学校沿革略」26頁折り込みで、
訓盲点字が「日本訓盲字」というタイトルで紹介され
ており、その注としてフランスのブレイユ原案、日本
東京盲唖学校助教諭　石川倉次翻案と明記されてい
る。また、「商務委員」（理事のようなものか）に山尾
庸三と津田仙の名がみえる。
３．「今代　名臣献替録」　明治10年
　明治の時代、諸家の論説をまとめた本が複数出版さ
れており、中には、いろいろな論説を手書きでまとめ
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た冊子さえあった。この本も、著名な人々の、時代に
マッチした論説を編んだ本である。山尾の建白書は「盲
唖學校を創建せん事を乞の書」という表題であった。
（表参照）
　明治10年10月27日付けで版権免許を受けた「今代　
名臣献替録巻之下」からの引用である。明治11年に京
都訓盲唖院が創設されたので、まだ盲唖学校という名
称が無い時代である。
４．「献策新編」　明治11年より
　上記３「今代　名臣献替録」と同時期の文献である。
表に示したように、漢字のごく一部が異なる（赤字の
部分）だけで、ほぼ３と同じ文章と言って良いだろう。
表題は、「山尾庸三盲唖學校の創建せんと乞ふ書」と
なっており、「東京盲学校六十年史」の題名と近似して
いる。
５．「今体名家文抄」　明治11年３月
　土居光華編（1877）の上記３，４と同時代の文献で
ある。表題は「盲唖學校を創建せんことを乞の書」と
なっており上記３「今代　名臣献替録」と同じであり、
内容は文献４にかなり近く、表にはあげなかった。
６．「新聞雑誌」　明治４年11月
　「新聞雑誌」は木戸孝允が創った新聞である。啓蒙的
な役割を果たし、杉孫七郎、長三州などが官僚として
勤めつつ発行を始めた。明治４年５月から明治７年12
月まで357号刊行され、それ以降は「あけぼの」さらに
「東京曙新聞」と改題された。以下の引用は明治４年
11月の４号刊行された内の最後の号である。
　本文は、漢字、片仮名交じりの文であるが、原則漢
字と平仮名とした。原文に句点はないが、内容からス
ペースを適宜挿入した。まれに読点があり、それは原
文に従った。
　文中（　）内の平仮名は右傍に付された読み仮名を、
｛　｝内の片仮名は左傍注で意味を表している。仮名
には濁点も使用されているが、時々濁点が無い場合も
ある。筆者注は【　】内に記した。なお、文中には漢
文の返り点や一二点があるが、下線を引き、書き下し
文に改めた。
　現代では差別用語として使用しない言葉も含まれて
いるが、明治初期の表現としてそのまま挙げている。
　山尾工學頭建白書に云　今般工學寮を開せられ臣庸三
其頭（かみ）に任ぜられ誠に以て　天恩隆渥（りうあく）
報（むくゆる）所を知らず　然に臣固（もと）より才疎
（おろか）に識浅（あさ）く　大任に當り難く深く憂慮
（いうりお）悚汗（しやうがん）｛ウレヘオソルル｝の至
りに堪へず候　然と雖も　聖旨の忝（かたしけな）き敢
て辞し奉り候も恐入候間　粉骨砕身（ふんこつさいしん）
｛ホネミヲクダキ｝浅陋（せんろう）を顧りみず　勉励
奉職すべしと存じ奉り候　之に因り廣（ひろ）く西洋各
國の方式を取捨し前途（ぜんと）盛大の目的（めど）を
立　校中の規則（きそく）事務の章程等追々伺ひ奉るべ
く即今取調（とりしらべ）中に之有り候　然して臣又熟
考仕候に盲唖廃疾（めくらおしはいしつ）の窮民天下の
廣きを以て之を推算（すいさん）するに其幾許（いくば
く）なるを知るべからず　是等の窮民　自ら存する能は
ず　他人の救恤（すくひ）を仰（あおぎ）て　僅かに口
を糊（こ）すると雖ども　凶年飢歳往々凍餓（とうが）
｛ウエココエ｝【飢え凍え】の死を免（まぬ）かるる能は
ず　真に愍然（びんぜん）に堪へざる次第　彼の西洋各
國の如きは然らず、盲聾（めくらつんぼ）瘖唖（おし）
と雖ども救恤の方法　洽（あまね）く及ぶのみならず　
又之を學校に入れ　文字算数（さんすう）工藝技術（ぎ
じゅつ）各々適宜（てきぎ）の教導を施（ほとご）し勉
強従事　其熟練（れんしゅう）に及んでは大家先生の名
称を全世界に得る者往々之有り　臣曽（かつ）て「英國」
に在て造舩所に入り、修學中親（したし）く見る所　同
所の圖引大工鍛冶（かぢ）等の内唖（おし）なる者も亦
少なからず　人と談話應接皆指頭（しとう）を發轉（はっ
てん）し、文形を模作（ぼさく）して之を弁ず　其敏捷
（びんしょう）｛スバヤキ｝驚くべし　毫（すこし）も苦
渋（くしう）の態（すがた）を見ず　而して其技芸の精
妙容易（ようい）に人の及ぶ、能はざる所なり　是教育
の善く及ぶ所に他ならず　以て彼國文教隆盛（りうせい）
の景況（ありさま）を推知すべし　之に依りてこれを見
れば　我が國の盲瘂【唖】と雖も教導宜を得ば亦何ぞ然
らざる有らん　然るに之をして自ら存する能はず饑寒に
陥らしむ豈に　皇國の欠典と謂ざる可けんや故に今西洋
各国の式に俲ひ先つ盲唖學の二校を創建（そうけん）し　
一校毎に男女の二局を分ち教師を外国に招（まね）き以
て天下の盲唖を教導し適宜の工藝を授與（じうよ）し　
其成立に随ひ盲男盲女唖男唖女各々適意婚嫁するを許し
て天然の倫理を全ふせしめ　又漸を以て其他各種廃疾の
窮民に及ぼさば多年ならずして西洋各國に譲らさる可き
か　是無用を轉して有用と為し、國家経済（けいさい）
の道に於て萬一の裨補（たすけ）無くんばあらず　而し
て彼等各其力に食み世上の良民と共に自主の権を得以て　
皇朝至仁の澤に沾（うるほ）はんとす　是臣か伏て渇望
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懇願（かつぼうこんくはん）する所也　仰ぎ願はくは臣
の鄙衷（ひちう）を御洞察被為在【あらせられ】前文盲
唖の二校の創建即今御許容の程　希望奉り候　但し其費
用に至ては官財を消費せず　一種良法を立て天下好善の
人に募り辯済するの存慮之有り候　右御許可の上は其方
略（ほうりやく）施設（しせつ）の顛末（てんまつ）詳
悉（くはしく）取調（とりしら）べ言上可仕候【つかま
つるべくそうろう】云々右御許容相成り近日建校これあ
る由
　上記の記事では、「近日建校これある由」と書いてあ
るが、実現は明治11年なので、どのような状況だった
のであろうか。文章としては候文である。
　この資料は、明治33年の「東京盲唖学校沿革略」と
極めて類似度が高く、主要な違いとしては「沿革略」
で「盲學唖學」となっている部分が「盲唖學」となっ
ている点が注目される。
７．文献間の比較
　明治４年に提出された建白書の内容が、新聞が始
まったばかりの新聞に明治４年の内に掲載され、明治
10年ころには、複数の本に掲載され、人々の関心を得
ていたことは、それ自身が、京都市立訓盲院の開設式
典に多数の市民が参加したことにも通じ、庶民の障害
児教育への関心の高さを示唆している。
　当時、障害児教育はほとんど実践されていない状況
ではあったが、人々の関心は高かったものと推察され
る。
　表に示したように、昭和10年の「東京盲学校六十年
史」と明治10年の「今代　名臣献替録」とを比較する
と、明らかに大幅な違いがある。
　これらの出版年を整理すると、以下の１～６となり、
「東京盲学校六十年史」がかなり新しいことが分かる。
この比較から明らかなのは、「今代　名臣献替録」以下、
３，４は基本的に漢文の表現をとっている点である。
一方、その他は候文（そうろうぶん）である。
　１　「新聞雑誌」明治４年
　２　「今代　名臣献替録」明治10年
　３　「献策新編」明治10，11年
　４　「今体名家文抄」明治11年
　５　「東京盲唖学校沿革略」明治33年
　６　「東京盲学校六十年史」昭和10年
　内容面で筆者が注目するのは、「西洋各國の式に傚ひ
先ず盲唖學の二校を創建し」と「西洋諸國の式に倣ひ、
先ず盲學唖學の二校を創建し」の部分である。わが国
の視覚障害教育は、「盲唖教育」として、聴覚障害教育
と一緒に行われるという世界的にも珍しい姿で展開
し、盲学校と聾学校が分離するのには長年月を要して
いる。そのような歴史をもつ盲学校としては盲唖學と
いう表現は避けたかったのではないかと推察してい
る。「東京盲学校六十年史」では、わざわざ見出しにも
「二校」と書いている。
　楽善会訓盲院が盲学校としてスタートしていること
や、建白書に「一校毎に男女の二局を分ち」と述べて
いることからも、山尾庸三が盲唖学校よりも盲学校と
聾学校は別だと考えていたことは容易に推察されると
言えよう。従って、以下の理由から、今日、広く紹介
されている「東京盲学校六十年史」所収の建白書は、
何らかの加筆が行われたと考えられる。
１）「献策新編」、「名臣献替録」「今体名家文抄」が明
治10年ころで、かつまた、漢字の一部が異なるだけ
で文章の内容に一致点が多いので、一群の文書とし
てまとめて良いだろう。
２）これらの本は、新時代の様々な情報を大衆も求め
ていたことを示している。同時に、名文を集めると
いう趣旨もあり、原文が改竄されている可能性は残
る。しかし、三つの資料がかなり一致しいる点は注
目される。
３）「献策新編」他は、明治10，11年頃の出版であり、
まだ京都訓盲唖院が設立されていない時代なので、
「盲唖學の二校」に特段の意図は伺えない。
４）「東京盲学校六十年史」の記載は、「東京盲唖学校
沿革略」でも用いられていた文言が「修学→修行」、
「文字算数→文學算術」と変更されており、単純な
ミスとは推定できないので信頼性が低い。
５）明治33年の「東京盲唖学校沿革略」については、
山尾庸三存命中の資料であり、東京盲学校になって
も生徒を屋敷に招くなどしていたので、この資料を
山尾庸三自身が読んでいるものと推察される。従っ
て、本人公認の資料という可能性が高い。また、公
的な資料であるという価値もあるだろう。
６）さらに、明治４年、建白書が書かれた９月から２
か月後に出版された「新聞雑誌」は、木戸孝允が主
導し半官半民の啓蒙を旨とした新聞である。その記
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載が、「東京盲唖学校沿革略」
と極めて類似度が高い。
７）同じ明治４年に工部省の建
白として出された「工部学校」
の建白は、候文で書かれてい
る。この文書は恐らく山尾の
手になるものと推察される。
　これらのことから、筆者とし
ては、①現在多く引用されてい
る「東京盲学校六十年史」の記
載は、明らかに後年加筆修正さ
れた資料であり、代表的な位置
にするのは問題がある。②山尾
自身が目を通している可能性が
高い「東京盲唖学校沿革略」と
一致する点が多い「新聞雑誌」
の文書が、時代的にも、今のところオリジナルの建白
書に最も近いと推察した。
Ⅳ．楽善会訓盲院の寄付と建築費
　楽善会訓盲院（煉瓦、石造、約300㎡）の建築費は
8,831.29円（鈴木，1985）あるいは、建坪合計凡93坪
余、9,200円（予算）という記述（高山，1979）があり、
当時の金額で約9,000円という巨費を投じて立てられ
ている。土地は国有地の貸与である。
　建築費用や運営費は寄付金で賄われた。「東京盲唖学
校沿革略」の寄付金の項で、55頁に宮内省3,000円が最
高だが、山尾庸三450円、岸田吟香230円、前島密214
円、津田仙150円など楽善会会員の寄付が高額である。
ちなみに三条実美150円、岩倉具視150円に比べると、
会員の寄付が高額なのがわかる。また、ヘンリー、ダ
イエル工部大學校都検（校長）の150円もあり、外国人
の寄付も数多くなされている。ドクトル、ホウルツ50
円は恐らく、楽善会発足の元になった、ヘンリー・
フォールズと思われる。サー・ハァーレエス・パーク
ス50円は英国駐日公使パークス（Sir Harry Smith 
Parkes）であろう。さらに、53頁には人夫55人、煉瓦
１万個など物品や役務の寄付も相当あったことが分か
る。これらは、文部省直轄前の分である。
　その後の寄付も書かれており、旧楽善会会員では山
尾庸三のみが125円の寄付をしている。
　これらの金額について、現在に換算するとどの程度
の価値があるか、調べてみた。
１．貨幣価値の推定
　尼崎市立地域研究史料館の公式ブログに「明治10年
（1877）、日本赤十字社の前身である博愛社の設立時
に、最後の尼崎藩主であった櫻井忠興（ただおき、松
平忠興）が寄付した1,000円は、現在の貨幣価値に換算
するとどの程度の金額になるのか？」という質問への
回答を国立国会図書館レファレンス協同データベース
にアップした。という記事１があった。
　その記事によると、「明治10年当時の1,000円は現在
（平成24年―2012―）の290万円ないし750万円程度
にあたると考えられます。」と書かれている。推計の仕
方で、かなりの幅があるが、この推計によれば、当時
の3,000円は、現在（平成25年）でいうと900万円から
2,350万円と推計される。当時は物価が安かったので、
それも勘案すると更に大きな金額と考えられる。
２．国家プロジェクトとの比較
　同時代に行われた灌漑事業２と比較してみよう。
　安積疏水（あさかそすい）は、水利が悪く不毛の大地
だった郡山の安積原野に猪苗代湖からの水を引いた大事
業。
　この安積疏水の開さくは、明治12年から始まった国直
轄の農業水利事業の第一号である。
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写真１　楽善会訓盲院（「図説　盲教育史事典」より）
　そして、３年の年月を費やし、延べ85万人の労働力を
注ぎ込み、総経費40万７千円（現在の貨幣価値に換算す
ると約400億円）を投じ、明治15年８月、幹線水路の延長
52㎞、分水路78㎞、トンネル37か所、受益面積が約３千ヘ
クタールという安積疏水が完成しました。（記事を抜粋）
　この金額から1,000円を換算すると、98,280,098円
つまり約１億円となるので、10万倍ということになる。
　ただし、清酒一升の価格が明治27年に11銭であっ
た。今日の清酒1.8ℓは1,100円でも買えるので、この
比率だと１万倍になるので、明治13年頃だとしても、
10万倍は大きすぎる可能性も否めない。
　以上のように、現在の貨幣に換算することはかなり難
しい。本庁課長～局長といった地位の公務員だった山
尾庸三に450円の寄付は非常に大金だったと思われる。
Ⅴ．塙忠宝暗殺事件
　前回、久田（2009）では、塙忠宝暗殺について伊藤
博文と山尾庸三が犯人とする説を紹介するも、確定的
ではないと述べた。
　文久２年12月22日（1863年２月10日）には伊藤博文
と山尾庸三は、「群書類従」の編纂で有名な塙保己一の四
男、塙忠宝（通称は次郎）を暗殺したとされている。
　今回、温故学会の齊藤幸一理事長に面談し、中核と
なる史料を提供していただいた。伊藤博文と山尾庸三
が塙忠宝を暗殺したことはほぼ確実と言える。
　前回、中野（1985）が、楽善会設立について述べた
後に「このうち、前出の長州出身山尾庸三は会の発展
にとりわけ力を尽くした。山尾の尽力と参議木戸孝允
の斡旋で、皇室から三、〇〇〇円が会に下賜され、寄
付金募集に大きなプラスになった。」と述べていると紹
介したが、上記の暗殺の日付に注目して頂きたい。
　東京盲唖学校25年史には御内帑金の下賜があった
のは明治９年12月22日で、その日を設立記念日とした
と述べてある。すでに太陰暦を廃止した段階なので旧
暦の日付けと太陽暦の日付けのずれはあるが、山尾も
商務委員として学校の運営に携わっていた東京盲唖学
校の設立記念日が12月22日となっているのは偶然と
は考えにくい。
　ちなみに、楽善会訓盲院以来の伝統を引き継いでい
る筑波大学附属視覚特別支援学校の創立記念日は12
月22日、創立者は楽善会となっている。なお、筑波大
学附属聴覚特別支援学校の方は、設立が明治８（1875）
年５月22日（楽善会発足の日）が開校記念日となって
いる。
　斎藤政雄（1973）「塙次郎（忠宝）小伝」の書き出し
に、簡潔に人と事件が書かれている。
　塙次郎は名を忠宝（ただとみ）といい、塙保己一の四
男として文化４年12月８日、江戸表六番町で生まれた。
長男の寅之助、二男の道之助がともに大折し、三男の熊
太郎は五味忠次郎の養子となって塙家を離れたので、次
郎が家督を相続し、和学講談所の事業を継承した。
　文久２年12月、不幸にも浪士の兇刃にたおれた。老中
安藤信正の依嘱を受け、寛永以前に幕府が外国人を遇し
た式例を調べたことが、廃帝の典故を調査しているもの
と誤伝され、この不幸をまねいたのであって、まことに
残念なことといわなければならない。
　この暗殺事件の犯人が伊藤博文と山尾庸三であった
ことは、二人の没後に渋沢栄一から公にされた。それ
は、佐藤（2010）に詳しい。
　今回、この問題についても調査したが、伊藤も山尾
も、この暗殺事件を生涯にわたって後悔していたと推
察される史料が得られた。
　瀧井一博（2003）は、オランダの医師として長崎出
島に来ていたフランツ・フォン・シーボルトの長男ア
レクサンダー・フォン・シーボルトの日記を「美しき
魂の告白」として紹介している。
写真２　娘・とせ子の指導のもと、住吉内記広定が描いたも
の。総検校昇進 76歳のときで容貌を的確に伝えている。
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　その中でシーボルトは、伊藤博文が文久二年（1862）
12月夜にＨというイニシャルの学者、恐らく塙次郎忠
宝暗殺の様子を記録している。
　また齋藤（2013，私信）によると、
　大正十二年六月十二日、検校の百年祭並びに忠宝六十
年祭を愛染院で執行することになった。この祭典を挙行
するにあたり、忠雄は祖父を暗殺した博文の息子・伊藤
博邦公爵を官内省に訪ね、ぜひ墓参に来て欲しいと嘆願
したが、「知らぬ存ぜぬ」で相手にされなかった。憤慨し
た忠雄は、博邦が関西に旅行をする計画を知り、東京駅
で待ち伏せ刺殺しようと考えた。しかし、たまたまその
話を聞いた友人の中郁弥六氏が博邦と懇意であるから話
してみようということになり、当日は博邦の代理。陸軍
大将大井成元が出席、さらに山尾庸三の子息・山尾三郎
子爵も参列し、金一封を捧げてくれたので長年の恨みも
解けたという。
　また、式典の最後に発起人の渋沢栄一子爵が挨拶を
行った。
「忠宝君は検校の嗣子にして、文久二年十二月二十二日
（暗殺は二十一日夜で死亡は二十二日）不慮の災により
て逝きしより、ここに六十年なり。この件は維新前混乱
たる渦中の出来事にして、過激その事に当りしものは、
後の名士誰も知る人、伊藤博文公、山尾庸三氏なりしと
は、いまより回想すれば、不思議といふの外なし。然る
に本国の祭典に、伊藤・山尾両家より玉串料を供せられ、
ことに山尾子爵のしたしくこの席に列せられしは、国事
に関しては、恩怨共に遺る聖代に当り自他共に何等悪感
の存するところなきの、実を示したるものにて、塙忠雄
君が忠宝君の孫として、今日検校の百年祭にかかる事あ
りしは、誠に同情の至りといふべし。」との挨拶に会場は
どよめいた。
　とある。ここに述べられている山尾子爵は、嫡子山
尾三郎のことで、山尾庸三没後、日本聾唖協會總裁に
推挙されたので、当時も総裁を務めていたものと思わ
れる。
　さらに、写真３にあげた塙保己一像に関して佐藤隆
久（2010）は、
　山尾が塙次郎刺殺事件を口にしたという公的な記録は
ない。しかし、彼は帰国後つねに障害者問題に関与し、
贖罪の気持ちを忘れなかった。日本工業界の父といわれ、
工学寮（東大工学部の前身）を設立した最大の功労者で
はあつたが、同時に、彼は明治４年（1871）に盲唖学校
設立の必要性を太政官に建白し、明治18年にはその強力
な指導力のもとで官立の訓盲唖院を開校させている。３
今日の筑波大学附属盲学校の前身である。
　昭和の始めになって、東京美術学校教授水谷鉄也なる
人物から温故学会に、高さ一尺ほどの塙検校の銅像が寄
贈され、同学会は彼の好意に謝意を表して受領した。と
ころが詳細に検証してみると、この坐像は水谷氏が寄贈
したものではなく、山尾三郎子爵（山尾の子息）が水谷
氏の名を借りて寄贈したものだということが分った。こ
の行為のなかに我われは山尾の深い悔恨の情を垣間見る
ことができる。そして1937年（昭和12）、三重苦の聖女
ヘレン・ケラーが初来日したとき温故学会を訪れて手に
したのは、山尾の想いが込められたこの坐像であった（写
真３）。
　山尾庸三は、東京美術学校の前身である工部美術学
校の設立にも主導的な役割をはたした。イタリアの彫
刻家ラグーザを招聘し、自らの胸像を贈られている。
このように、東京美術学校は深い結びつきがあるので、
山尾庸三の遺言で、塙保己一像が制作された可能性も
ある。
　このエピソードはまた、山尾庸三が子息の三郎へ、
暗殺事件の顛末を語っていたことを示唆し、それを子
息が引き継いでいたことを意味する。山尾庸三もさる
ことながら、子息の山尾三郎も相当の覚悟の上で、日
本聾唖協會總裁職などを引き継いだのだろう。
　多くの人から尊敬され、幅広い活躍をし、明治とい
う時代を切り開いてきた伊藤博文と山尾庸三にこのよ
うな過去があることは、いろいろと考えさせられる。
後の事績が立派でも、暗殺という手段は、やはり正当
化されないし、禍根を残すものだと改めて考えた。レ
ジスタンスもテロと括ってしまう傾向は大いに問題だ
が、テロはやはり誤りであると、塙次郎の事件から教
写真３　温故学会が、東京美術学校教授・水谷鉄也氏から
昭和７年寄贈を受けたもの
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えられる。暴力で問題を解決することは、国と国の関
係においても基本的には誤りであると言えるだろう。
　謝辞　多くの方にご案内頂いたり、ご助言を賜りあ
りがとうございました。
　特に、温故学会の齋藤幸一理事長には、貴重なご示
唆を頂きました。また、塙保己一像〔写真２・３〕の
掲載を許可して下さり、感謝申し上げます。
　群馬医療福祉大学の鈴木利定学長には東洋哲学のご
専門からご教示頂きました。特に記して感謝申し上げ
ます。
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１　【国立国会図書館レファレンス事例詳細所収】
　　http://crd.ndl.go.jp/reference/modules/d3ndlcrdentry/
index.php?page=ref_view&id=1000115369
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３　久田（2009）に書いたように、楽善会訓盲唖院の経営が困難
になり、明治18年に官立への移管を願い出たのであり、この
部分の記述は誤解である。
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